
Yamaha Studio Manager V2.3.3 for Macintosh (Mac OS X) 
Release Note 

 

主なアップデートの内容 

V2.3.2 → V2.3.3 

- M7CL V3 Editor、LS9 Editor、DSP5D Editorに対応しました。 

- その他、軽微な不具合を修正しました。 

 

更新履歴 

V2.3.1 → V2.3.2 

- Mac OS X Snow Leoardに対応しました。 

- 「EASTWEST/QUANTUM LEAP ソフト音源 PLAY Editionシリーズ」の VSTプラグインを起動しようとする

と Cubaseが強制終了してしまう不具合を修正しました。 

 

V2.3.0 → V2.3.1 

- S90 XS/S70 XS Editorに対応しました。 

 

V2.2.1 → V2.3.0 

- Update Portボタンを追加しました。Studio Managerを起動したあとに有効になったMIDIポートを検索して、

Studio Managerで使用できるようにします。 

- MIDI Thru機能を追加しました。 

- 一部画面構成を変更しました。 

- Re-map MIDI Portsダイアログで全MIDIポートが表示されないことがある不具合を修正しました。 

- Setupウィンドウでのキーボード操作の一部不具合を修正しました。 

- その他、軽微な不具合を修正しました。 

 

V2.2.0 → V2.2.1 

- Mac OS X Leopardに対応しました。 

- その他、軽微な不具合を修正しました。 

 

V2.1.8 → V2.2.0 

- Intelプロセッサー搭載のMacintoshに対応しました。 

 

V2.1.6 → V2.1.8 

- MO6/MO8 Editorに対応しました。 

- その他、軽微な不具合を修正しました。 



 

V2.1.5 → V2.1.6 

- 一部の軽微な不具合を修正しました。 

 

V2.1.4 → V2.1.5 

- 起動を高速化しました。 

- メニューの表示が、Studio Managerのみになる場合がある不具合を修正しました。 

- その他、軽微な不具合を修正しました。 

 

V2.1.3 → V2.1.4 

- Recallで Current送受信を数回連続で行なった時、エディットしている機器が MIDI CheckSumErrを表示す

る問題を修正しました。 

- 01XEditor追加後にMIDI OUTを追加すると Studio Managerが強制終了する問題を修正しました。 

- その他、軽微な不具合を修正しました。 

 

V2.1.0 → V2.1.3 

- 各 Editorからインストーラを分割しました。 

- その他、軽微な不具合を修正しました。 
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